
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

前記股下域の
両側を横方向内方へ向かって凹欠する一対の脚周り対向側部に伸縮性の脚周り弾性部材が
伸長状態で取り付けられ、前記脚周り弾性部材が、前記対向側部の前端近傍から前後方向
後方へ向かって実質的に弧を画く第１弾性部材と、前記対向側部の後端近傍から前後方向
前方へ向かって実質的に弧を画く第２弾性部材と、前記対向側部に配置されて前記第１お
よび第２弾性部材の間を前後方向へ延びる第３弾性部材とから形成された使い捨て着用物
品において、
　
　前記第１弾性部材が、前記対向側部の前端近傍に延びる第１両側部分と、

第１中央部分とを有し、前記第２弾性部材が、前記対向側部の後端近傍に延
びる第２両側部分と、前記第１中央部分から前後方向後方へ所与寸法離間して

第２中央部分とを有し、前記第３弾性部材が、前記対向側部に沿って横方
向内方へ向かって弧を画き、前記第１両側部分と前記第１中央部分との分岐部近傍から該
第１両側部分に合流して延びる第１連結部分と、前記第２両側部分と前記第２中央部分と
の分岐部近傍から該第２両側部分に合流して延びる第２連結部分とを有することを特徴と
する前記物品。
【請求項２】
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透液性表面シートに覆われた吸液性コアと、前胴周り域および後胴周り域とそれら胴周り
域の間に位置する股下域とを有する不透液性ベースシートとから構成され、

前記吸液性コアが前記ベースシートの前記股下域内に配置され、
前記コアの前

端部を横切る
前記コアの

後端部を横切る



　前記物品では、前記第１および第２両側部分と前記第１および第２連結部分とが相互に
延びる領域の伸長応力が、前記領域を除く前記第１～第３弾性部材が延びる残余領域のそ
れよりも高い請求項１記載の物品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、排泄物を吸収、保持する使い捨て着用物品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　特開平８－２４２９１号公報は、透液性表面シートと不透液性裏面シートとの間に吸液
性コアが介在し、前後方向に前胴周り域および後胴周り域とそれら胴周り域の間に位置す
る股下域とを備え、前後胴周り域の両側縁部が連結されて胴周り開口と一対の脚周り開口
とが画成されたパンツ型の使い捨ておむつを開示している。
【０００３】
　このおむつには、股下域の両側に横方向内方へ向かって凹欠する一対の脚周り対向側部
が形成されている。対向側部は、脚周り開口の縁部を画成する。このおむつには、対向側
部の前端から前後方向後方へ向かって弧を画く第１弾性部材が伸長状態で取り付けられ、
対向側部の後端から前後方向前方へ向かって弧を画く第２弾性部材が伸長状態で取り付け
られている。第１および第２弾性部材は、対向側部の前後端近傍に延びる両側部分と、前
後方向へ離間して股下域を横切る中央部分とを有する。第１および第２弾性部材の間には
、対向側部を前後方向へ延びる第３弾性部材が伸長状態で取り付けられている。第３弾性
部材は、第１弾性部材の中央部分と第２弾性部材の中央部分とに交差している。
【０００４】
　このおむつでは、それら弾性部材がひとつながりになって脚周り開口の縁部に延びるの
で、第１および第２弾性部材が股下域において前後方向へ離間していても、第１～第３弾
性部材によって着用者の脚部全周を締め付けることができ、股下域からの排泄物の漏れを
防ぐことができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　同号公報に開示のおむつでは、股下域において横方向へ離間する第３弾性部材が対向側
部を前後方向へ直状に延びているので、おむつを着用したときに、第３弾性部材が着用者
の脚部を取り巻くように、脚部の周り方向へ延びることはない。このおむつでは、第３弾
性部材の伸長応力が脚部の周り方向へ作用することはないので、脚部の締め付けに第３弾
性部材の伸長応力を十分に利用しているとはいえない。
【０００６】
　また、前記対向側部では、前記両側部分と前記中央部分との分岐部近傍から前後端近傍
へ至る領域が着用者の肌と離間し易く、そこを脚部に密着させることが必要であるが、こ
のおむつでは、その手段を何等教示していない。
【０００７】
　本発明の課題は、第３弾性部材の伸長応力を十分に利用して着用者の脚部を締め付け、
対向側部の前記領域を脚部に密着させることができる使い捨て着用物品を提供することに
ある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するために、本発明が前提とするところは、

前記股下域の両側を横方向内方へ向かっ
て凹欠する一対の脚周り対向側部に伸縮性の脚周り弾性部材が伸長状態で取り付けられ、
前記脚周り弾性部材が、前記対向側部の前端近傍から前後方向後方へ向かって実質的に弧
を画く第１弾性部材と、前記対向側部の後端近傍から前後方向前方へ向かって実質的に弧
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透液性表面シートに覆われ
た吸液性コアと、前胴周り域および後胴周り域とそれら胴周り域の間に位置する股下域と
を有する不透液性ベースシートとから構成され、



を画く第２弾性部材と、前記対向側部に配置されて前記第１および第２弾性部材の間を前
後方向へ延びる第３弾性部材とから形成された使い捨て着用物品である。
【０００９】
　かかる前提において、本発明の特徴は、

前記第１弾性部材が、前記対向側部の前端近傍に延びる第１両側部分と
、 第１中央部分とを有し、前記第２弾性部材が、前記対向側部
の後端近傍に延びる第２両側部分と、前記第１中央部分から前後方向後方へ所与寸法離間
して 第２中央部分とを有し、前記第３弾性部材が、前記対向側
部に沿って横方向内方へ向かって弧を画き、前記第１両側部分と前記第１中央部分との分
岐部近傍から該第１両側部分に合流して延びる第１連結部分と、前記第２両側部分と前記
第２中央部分との分岐部近傍から該第２両側部分に合流して延びる第２連結部分とを有す
るにある。
【００１０】
　本発明の実施の態様の一例として、前記物品では、前記第１および第２両側部分と前記
第１および第２連結部分とが相互に延びる領域の伸長応力が、前記領域を除く前記第１～
第３弾性部材が延びる残余領域のそれよりも高い。
【００１１】
【００１２】
【００１３】
【発明の実施の形態】
　添付の図面を参照し、本発明にかかる使い捨て着用物品の詳細をパンツ型の使い捨てお
むつと開放型の使い捨ておむつとを例として説明すると、以下のとおりである。
【００１４】
　図１，２は、パンツ型に成形する以前の状態で示すおむつ１Ａの部分破断平面図と、図
１の状態からパンツ型に成形したおむつ１Ａの部分破断斜視図とであり、図３，４は、図
１のＡ－Ａ線端面図と、パネルＰの中間部Ｐ２を省略して示す図１のＢ－Ｂ線端面図とで
ある。図１では、横方向を矢印Ｘで示し、前後方向を矢印Ｙで示す。図２では、胴周り方
向を矢印Ｘで示し、脚周り方向を矢印Ｙで示す。なお、表裏面シート２，３や防漏シート
５における内面とは、コア４に対向する面をいい、それらシート２，３，５の外面とは、
コア４に非対向の面をいう。
【００１５】
　おむつ１Ａは、吸液性パネルＰと、疎水性繊維不織布３ａにプラスチックフィルム３ｂ
を固着した複合シートからなる不透液性 シート３とを主要な構成部材とする。
【００１６】
　おむつ１Ａは、前後方向に前胴周り域３０および後胴周り域３２と、それら胴周り域３
０，３２に位置する股下域３１とを有する。おむつ１Ａは、前後胴周り域３０，３２を横
方向へ延びる両端部６と、前後胴周り域３０，３２を前後方向へ延びる両側部７，８とを
有する。おむつ１Ａでは、砂時計型を呈する裏面シート３が前後胴周り域３０，３２と股
下域３１とを画成し、パネルＰが股下域３１における裏面シート３の内面に取り付けられ
て前後方向へ延びている。
【００１７】
　パネルＰは、透液性表面シート２と、不透液性防漏シート５と、表面シート２と防漏シ
ート５との間に介在し、それらシート２，５に接合された吸液性コア４とから形成されて
いる。
【００１８】
　パネルＰは、 シート３よりも小さい砂時計型を呈し、前部Ｐ１および後部Ｐ３と
前後部Ｐ１，Ｐ３の間に位置する中間部Ｐ２とを有

パネルＰでは、前後方向へ延びる両側縁部９がおむつ１Ａの横方向内方へ向かって弧
を画いている。パネルＰは、防漏シート５を介して の不織布３ａに固着さ
れている。
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前記吸液性コアが前記ベースシートの前記股下
域内に配置され、

前記コアの前端部を横切る

前記コアの後端部を横切る

ベース

ベース
し、股下域３１の範囲内に位置してい

る。
ベースシート３



【００１９】
　表面シート２と防漏シート５とは、その周縁部がコア４の周縁から周方向外方へわずか
に延び、それらシート２，５の周縁部が互いに重なり合った状態で固着されている。
【００２０】
　股下域３１の両側には、横方向内方へ向かって凹欠する一対の脚周り対向側部１０が形
成されている。股下域３１には、弾性的な伸縮性を有する複数条の第１および第２弾性部
材１１，１２と第３弾性部材１３とが伸長状態で取り付けられている。前後胴周り域３０
，３２には、弾性的な伸縮性を有する複数条の胴周り用弾性部材１４と補助弾性部材１５
とが伸長状態で取り付けられている。
【００２１】
　第１弾性部材１１は、前胴周り域３０の側に位置する対向側部１０の前端１０ａから前
後方向後方へ向かって実質的に弧を画いて延びている。第１弾性部材１１は、対向側部１
０の前端１０ａ近傍を対向側部１０に沿って延びる両側部分１１ａと、パネルＰの前部Ｐ
１ を横切る中央部分１１ｂとを有する。
【００２２】
　第２弾性部材１２は、後胴周り域３２の側に位置する対向側部１０の後端１０ｂから前
後方向前方へ向かって実質的に弧を画いて延びている。第２弾性部材１１は、対向側部１
０の後端１０ｂ近傍を対向側部１０に沿って延びる両側部分１２ａと、第１弾性部材１１
の中央部分１１ｂから前後方向後方へ所与寸法離間してパネルＰの後部Ｐ３

を横切る中央部分１２ｂとを有する。
【００２３】
　胴周り用弾性部材１４は、両端部６を横方向へ延びている。補助弾性部材１５は、第１
および第２弾性部材１１，１２と胴周り用弾性部材１４との間を横方向へ延びている。そ
れら弾性部材１１，１２，１３，１４，１５は、裏面シート３を形成する不織布３ａとプ
ラスチックフィルム３ｂとの間に介在し、それらに固着されている。
【００２４】
　第３弾性部材１３は、パネルＰの両側縁部１０に取り付けられて前後方向へ延び、おむ
つ１Ａの横方向内方へ向かって弧を画いている。第３弾性部材１３は、パネルＰの前部Ｐ
１に延びる連結部分１３ａと、パネルＰの後部Ｐ３に延びる連結部分１３ｂとを有する。
第３弾性部材１３は、表面シート２と防漏シート５との間に介在し、それらシート２，５
の内面に固着されている。
【００２５】
　連結部分１３ａは、第１弾性部材１１の両側部分１１ａと中央部分１１ｂとの分岐部１
６から両側部分１１ａに重なり、両側部分１１ａとともに対向側部１０の前端１０ａへ向
かって延びている。連結部分１３ｂは、第２弾性部材１２の両側部分１２ａと中央部分１
２ｂとの分岐部１７から両側部分１２ａに重なり、両側部分１２ａとともに対向側部１０
の後端１０ｂへ向かって延びている。
【００２６】
　おむつ１Ａでは、それら連結部分１３ａ，１３ｂが両側部分１１ａ，１２ａに重なるこ
とで、第１および第２弾性部材１１，１２と第３弾性部材１３とが対向側部１０において
実質的に合流する。おむつ１Ａには、対向側部１０にそれら弾性部材１１，１２，１３が
相互に延びる領域１８，１９が形成されている。
【００２７】
　おむつ１Ａは、図２に示すように、前後胴周り域３０，３２に延びる両側部７，８が間
欠的に並ぶ接合部２０を介して固着され、パンツ型に成形される。パンツ型に成形された
おむつ１Ａには、胴周り開口２１と一対の脚周り開口２２とが画成されている。おむつ１
Ａでは、両端部６が胴周り開口２１の縁部を形成し、対向側部１０が脚周り開口２２の縁
部を形成する。
【００２８】
　第１および第２弾性部材１１，１２の両側部分１１ａ，１２ａと第３弾性部材１３とは
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（コアの前端部）

（コアの後端
部）



、脚周り開口２１の縁部を脚周り方向へ延びている。胴周り用弾性部材１４は、胴周り開
口２１の縁部を胴周り方向へ延びている。補助弾性部材１５は、前後胴周り域３０，３２
を胴周り方向へ延びている。おむつ１Ａでは、それら弾性部材１１，１２，１３，１４，
１５が収縮し、それら開口２１，２２の縁部と前後胴周り域３０，３２とに多数のギャザ
ーが形成されている。
【００２９】
　おむつ１Ａでは、領域１７，１８において両側部分１１ａ，１２ａと連結部分１３ａ，
１３ｂとが相互に延びているので、領域１７，１８の伸長応力が第１～第３弾性部材１１
，１２，１３が延びる残余領域のそれよりも高い。おむつ１Ａでは、領域１７，１８が着
用者の脚部を強く締め付け、対向側部１０を領域１７，１８において脚部に密着させるこ
とができる。
【００３０】
　図５，６は、開放型のおむつ１Ｂの部分破断平面図と、前後胴周り域３０，３２を連結
した着用状態で示すおむつ１Ｂの部分破断斜視図とであり、図７，８は、図５のＣ－Ｃ線
端面図と、コア４の中間部４ｂを省略して示す図５のＤ－Ｄ線端面図とである。図５では
、横方向を矢印Ｘで示し、前後方向を矢印Ｙで示す。図６では、胴周り方向を矢印Ｘで示
し、脚周り方向を矢印Ｙで示す。
【００３１】
　おむつ１Ｂは、透液性表面シート２と、疎水性繊維不織布３ａにプラスチックフィルム
３ｂを固着した不透液性 シート３と、全体がティッシュペーパー（図示せず）に被
覆、接合された吸液性コア４とを主要な構成部材とする。
【００３２】
　コア４は、股下域３１に配置されて前後方向へ延び、前部４ａおよび後部４ｃと前後部
４ａ，４ｃの間に位置する中間部４ｂとを有する。コア４は、表面シート２と シー
ト３との間に介在し、ティッシュペーパーを介してそれらシート２，３の内面に接合され
ている。
【００３３】
　股下域３１の両側には、横方向内方へ向かって凹欠する一対の脚周り対向側部１０が形
成されている。股下域３１には、対向側部１０の前端１０ａから前後方向後方へ向かって
実質的に弧を画く第１弾性部材１１と、対向側部１０の後端１０ｂから前後方向前方へ向
かって実質的に弧を画く第２弾性部材１２とが伸長状態で取り付けられている。股下域３
１には、第１および第２弾性部材１１，１２の間を前後方向へ延びる第３弾性部材１３が
伸長状態で取り付けられている。
【００３４】
　第１および第２弾性部材１１，１２は、対向側部１０の前後端１０ａ，１０ｂ近傍を対
向側部１０に沿って延びる両側部分１１ａ，１２ａと、前後方向へ互いに所与寸法離間し
てコア４の前後部４ａ，４ｃを横切る中央部分１１ｂ，１２ｂとを有する。
【００３５】
　第３弾性部材１３は、対向側部１０に沿っておむつ１Ｂの横方向内方へ向かって弧を画
いている。第３弾性部材１３は、第１弾性部材１１の両側部分１１ａと中央部分１１ｂと
の分岐部１６から両側部分１１ａに合流する連結部分１３ａと、第２弾性部材１２の両側
部分１２ａと中央部分１２ｂとの分岐部１７から両側部分１２ａに合流する連結部分１３
ｂとを有する。連結部分１３ａは、両側部分１１ａとともに対向側部１０の前端１０ａま
で延びている。連結部分１３ｂは、両側部分１２ａとともに対向側部１０の後端１０ｂま
で延びている。
【００３６】
　後胴周り域３２の端部６には、帯状の胴周り用弾性部材１４が伸長状態で取り付けられ
ている。それら弾性部材１１，１２，１３，１４は、不織布３ａとプラスチックフィルム
３ｂとの間に介在し、それらに固着されている。
【００３７】
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　後胴周り域３２の両側部８には、横方向内方へ延びるテープファスナ２３が取り付けら
れている。テープファスナ２３は、その基端部が不織布３ａとプラスチックフィルム３ｂ
との間に介在し、それらに固着されている。テープファスナ２３の自由端部には、粘着剤
（図示せず）が塗布されている。
【００３８】
　前胴周り域３０における裏面シート３の外面には、プラスチックシートからなる矩形の
ターゲットテープ２４が取り付けられている。ターゲットテープ２４は、テープファスナ
２３に対する止着域となる。
【００３９】
　このおむつ１Ｂを着用するには、後胴周り域３２の両側部８を前胴周り域３０の両側部
７の外側に重ね合わせ、粘着剤を介してテープファスナ２３の自由端部をターゲットテー
プ２４に止着し、前胴周り域３０と後胴周り域３２とを連結する。前後胴周り域３０，３
２が連結されたおむつ１Ｂには、図５に示すように、胴周り開口２１と一対の脚周り開口
２２とが画成されている。
【００４０】
　おむつ１Ｂの対向側部１０には、両側部分１１ａ，１２ａと連結部分１３ａ，１３ｂと
が相互に延びる領域１８，１９が形成されている。おむつ１Ｂでは、領域１８，１９の伸
長応力が前記第１～第３弾性部材１１，１２，１３が延びる残余領域のそれよりも高く、
対向側部１０を領域１８，１９において着用者の脚部に密着させることができる。
【００４１】
　それら図示例のおむつ１Ａ，１Ｂでは、第３弾性部材１３が対向側部１０に沿っておむ
つ１Ａ，１Ｂの横方向内方へ弧を画いて延びているので、第３弾性部材１３が着用者の脚
部を取り巻くように、脚部の周り方向へ延びる。おむつ１Ａ，１Ｂでは、第３弾性部材１
３の伸長応力が脚部の周り方向へ作用し、第３弾性部材１３の伸長応力を十分に利用して
脚部を締め付けることができる。
【００４２】
　それらおむつ１Ａ，１Ｂでは、第１および第２弾性部材１１，１２と第３弾性部材１３
とがひとつながりになって着用者の脚部を囲繞し、それら弾性部材１１，１２，１３が着
用者の脚部全周を締め付けるので、第１および第２弾性部材１１，１２が股下域３１にお
いて前後方向へ離間していても、股下域３１からの排泄物の漏れを防ぐことができる。
【００４３】
　また、おむつ１Ａ，１Ｂでは、第１および第２弾性部材１１，１２の中央部分１１ｂ，
１２ｂが収縮し、その収縮によってパネルＰの前後部Ｐ１，Ｐ３またはコア４の前後部４
ａ，４ｃが着用者の肌に押し付けられるので、それらの前後部Ｐ１，Ｐ３，４ａ，４ｂを
着用者の肌に密着させることができる。
【００４４】
　表面シート２には、親水性繊維不織布、または、開孔プラスチックフィルムを使用する
ことができる。裏面シート３には、疎水性繊維不織布３ａにプラスチックフィルム３ｂを
固着した複合シートの他に、疎水性繊維不織布、不透液性のプラスチックフィルム、疎水
性繊維不織布を重ね合わせた２層の不織布、のいずれかを使用することができる。防漏シ
ート５には、疎水性繊維不織布、または、不透液性のプラスチックフィルムを使用するこ
とができる。
【００４５】
　 シート３と防漏シート５とには、高い耐水性を有するメルトブローン法による不
織布を、高い強度を有しかつ柔軟性に富んだスパンボンド法による不織布で挟んだ複合不
織布を使用することもできる。
【００４６】
　不織布としては、スパンレース、ニードルパンチ、メルトブローン、サーマルボンド、
スパンポンド、ケミカルボンド、エアースルー、の各製法により製造されたものを使用す
ることができる。不織布の構成繊維としては、ポリオレフィン系、ポリエステル系、ポリ
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アミド系、の各繊維、ポリエチレン／ポリプロピレンまたはポリエチレン／ポリエステル
からなる芯鞘型複合繊維またはサイドバイサイド型複合繊維を使用することができる。
【００４７】
　コア４は、粉砕パルプと高吸収性ポリマー粒子との混合物、または、粉砕パルプと高吸
収性ポリマー粒子と熱可塑性合成樹脂繊維との混合物であり、所要の厚みに圧縮されてい
る。ポリマー粒子としては、デンプン系、セルロース系、合成ポリマー系のものを使用す
ることができる。第１および第２弾性部材１１，１２や第３弾性部材１３、胴周り用弾性
部材１４、補助弾性部材１５には、合成ゴムや天然ゴム等のエラストマーを使用すること
ができる。
【００４８】
　シート２，３，５の固着、コア４の接合、弾性部材１１，１２，１３，１４，１５の取
り付けには、ホットメルト系接着剤、または、ヒートシールやソニックシール等の熱によ
る溶着手段を使用することができる。
【００４９】
　この発明は、使い捨ておむつ１Ａ，１Ｂの他に、幼児のおむつ離れを促進するためのト
レーニングパンツ、内面に吸液性パッドを着脱可能に装着するおむつカバーにも実施する
ことができる。
【００５０】
【発明の効果】
　本発明にかかる使い捨て着用物品によれば、第３弾性部材が対向側部に沿って物品の横
方向内方へ弧を画いて延びているので、物品を着用したときに、第３弾性部材が着用者の
脚部を取り巻くように脚部の周り方向へ延びる。物品では、第３弾性部材の伸長応力が脚
部の周り方向へ作用し、第３弾性部材の伸長応力を十分に利用して脚部を締め付け、対向
側部を着用者の脚周りに密着させることができる。
【００５１】
　物品では、第１および第２弾性部材の両側部分に第３弾性部材の連結部分が合流し、そ
れら弾性部材が相互に延びる領域の伸長応力が、それら弾性部材が延びる残余領域のそれ
よりも高いので、領域において着用者の脚部を強く締め付けることができる。物品では、
第１および第２弾性部材の両側部分と中央部分との分岐部近傍から対向側部の前後端近傍
へ至る領域において、対向側部を着用者の脚部に密着させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　パンツ型に成形する以前の状態で示すおむつの部分破断平面図。
【図２】　図１の状態からパンツ型に成形したおむつの部分破断斜視図。
【図３】　図１のＡ－Ａ線断面図。
【図４】　パネルの中間部を省略して示す図１のＢ－Ｂ線端面図。
【図５】　開放型のおむつの部分破断平面図。
【図６】　前後胴周り域を連結した着用状態で示すおむつの部分破断斜視図。
【図７】　図５のＣ－Ｃ線端面図。
【図８】　コアの中間部を省略して示す図５のＤ－Ｄ線端面図。
【符号の説明】
　１Ａ　　　　　パンツ型の使い捨ておむつ（使い捨て着用物品）
　１Ｂ　　　　　開放型の使い捨ておむつ（使い捨て着用物品）
　２　　　　　　透液性表面シート
　３　　　　　　不透液性 シート
　４　　　　　　吸液性コア
　５　　　　　　不透液性防漏シート
　９　　　　　　両側縁部
１０　　　　　　対向側部
１０ａ　　　　　前端
１０ｂ　　　　　後端
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１１　　　　　　第１弾性部材
１１ａ　　　　　両側部分（第１両側部分）
１１ｂ　　　　　中央部分（第１中央部分）
１２　　　　　　第２弾性部材
１２ａ　　　　　両側部分（第２両側部分）
１２ｂ　　　　　中央部分（第２中央部分）
１３　　　　　　第３弾性部材
１３ａ　　　　　連結部分（第１連結部分）
１３ｂ　　　　　連結部分（第２連結部分）
１６　　　　　　分岐部
１７　　　　　　分岐部
１８　　　　　　領域
１９　　　　　　領域
３０　　　　　　前胴周り域
３１　　　　　　股下域
３２　　　　　　後胴周り域
　Ｐ　　　　　　吸液性パネル

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(8) JP 3820100 B2 2006.9.13



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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